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学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
報
告

　

二
〇
〇
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
共
同
研
究
は
、
二
年
間
を
一
区

切
り
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
第
六
期
の
一
年
目
に
当
た
る

二
〇
一
二
年
度
は
次
の
テ
ー
マ
、
研
究
組
織
で
行
っ
た
。

 

一　

院
長
研
究―

ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
ー
ツ―

　
「
院
長
研
究
」
の
共
同
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、
ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
、
ベ
ー
ツ
を
中
心
と
し
て
研
究
し
て
い
る
。

　

神
田
主
任
研
究
員
は
、
今
年
度
が
ベ
ー
ツ
第
四
代
院
長
が
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー“M

astery for Service”

を
提
唱
し
て
百
年
を
迎
え

る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
ベ
ー
ツ
関
連
の
調
査
・
研
究

を
行
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
百
年
史
』
の
共
同
編
集
に
携
わ
っ
て
き
た
中
か
ら
、
こ
れ

ま
で
学
院
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ベ
ー
ツ
の
教
育
同
盟
へ
の
貢

献
に
つ
い
て
、
小
論
稿
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
と
関
西
学
院

―

ベ
ー
ツ
院
長
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
」（『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』

第
三
五
号
）
を
発
表
し
た
。
特
に
、
同
盟
会
長
と
し
て
の
「
開
会
の

演
説
」（
一
九
二
五
年
）
と
同
盟
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る

「
基
督
教
主
義
教
育
の
原
理
」（
一
九
三
三
年
）
の
意
義
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
そ
の
他
に
は
、『
母
校
通
信
』（
一
三
〇
号
）
で
「
東
京
と

山
梨
に
お
け
る
ベ
ー
ツ
先
生
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
を
掲
載
し
、
ま
た

初
等
部
で
「
カ
ナ
ダ
と
ベ
ー
ツ
先
生
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

池
田
研
究
員
は
、
八
月
二
三
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
、
Ｃ
・Ｊ
・
Ｌ
・

ベ
ー
ツ
第
四
代
院
長
に
関
す
る
調
査
と
資
料
収
集
の
た
め
カ
ナ
ダ
を

訪
れ
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
と
ト
ロ
ン
ト
を
基
点
に
関
係
地
（
故
郷
、

研
究
テ
ー
マ

研
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墓
地
等
）
を
巡
っ
た
。
そ
の
際
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
在
住
の
ご
令
孫

ア
ル
マ
ン･

デ
メ
ス
ト
ラ
ル
さ
ん
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
メ
ス
ト
ラ
ル

さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
成
果
は
、『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』

第
三
六
号
（「
ベ
ー
ツ
街
道
を
ゆ
く
！
」）
と
『
関
西
学
院
史
紀
要
』

本
号
（「
ロ
リ
ニ
ャ
ル
か
ら
世
界
へ
」）
で
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ベ
ー
ツ
が
高
等
学
部
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て“M

astery for Service”

を
提
唱
し
て
ち
ょ
う
ど
百
年
を
迎
え
る
年
に
相
応
し
い
調
査
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
現
地
で
ア
ル
マ
ン
さ
ん
に
交
渉
し
た
結
果
、
ベ
ー
ツ
が

残
し
た
写
真
ア
ル
バ
ム
（
段
ボ
ー
ル
二
箱
）
を
長
期
間
お
貸
し
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
写
真
資
料
に
よ
り
、
ベ
ー
ツ
研
究
の
さ
ら

な
る
進
展
が
期
待
で
き
る
。

　

こ
の
他
、
ベ
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
小
冊
子Thus Spoke B

ates II

を

五
月
に
作
成
し
た
。
ま
た
、
吉
岡
美
国
第
二
代
院
長
に
関
す
る
小
冊

子『
天
の
時
、地
の
利
、人
の
和
』を
七
月
に
作
成
し
た
。
広
報
誌『K

. 

G. T
O
D
A
Y

』
に
は
、「“M
astery for Service”

の
ル
ー
ツ
」「
学

生
会
の
は
じ
ま
り
」「
敗
戦
間
近
の
卒
業
式―

失
わ
れ
た
卒
業
証
書
」

「
二
足
の
草
鞋
」「
国
際
感
覚
」「
失
わ
れ
ゆ
く
母
校
の
記
憶
」
を
発

表
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
英
語
で
も
公
開
し
て
い

る
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、英
語
で
発
信
を
続
け
て
き
た
こ
と
は
、

夏
に
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
た
際
、
大
変
役
に
立
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

主
任
研
究
員　

神
田　

健
次

　

二　

関
西
学
院
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

　
「
関
西
学
院
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
」
の
共
同
研
究
は
、
一
二
五

周
年
の
記
念
出
版
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
『
関
西
学
院

事
典　

改
訂
増
補
版
』の
刊
行
に
む
け
て
の
作
業
に
着
手
し
て
き
た
。

特
に
、
今
年
度
は
『
関
西
学
院
事
典
』
に
お
け
る
「
人
物
」
の
項
目

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
が
不
十
分
で
あ
っ
た
箇
所
、
誤
り
で

あ
っ
た
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
再
調
査
を
行
い
、
書
き
直
し
の
作
業
を

行
っ
て
き
た
。
と
く
に
、
今
回
は
商
学
部
に
お
い
て
「
商
科
開
設
百

周
年
記
念
誌
発
刊
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
り
、
こ
れ
と
連

動
し
て
、
商
科
開
設
の
理
念
構
想
を
描
き
、
学
生
教
育
に
も
心
を
砕

い
た
木
村
禎
橘
教
授
を
は
じ
め
、
芝
川
家
と
甲
東
園
の
か
か
わ
り
な

ど
、
事
典
に
記
載
す
べ
き
新
規
事
項
の
調
査
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
と
く
に
、
甲
東
園
駅
設
置
誘
致
に
あ
た
り
、
芝
川
家
が

東
側
一
万
坪
を
阪
急
電
鉄
に
寄
付
し
て
実
現
し
た
な
ど
歴
史
の
掘
り

起
こ
し
を
行
っ
て
い
る
。
他
の
多
く
の
記
念
誌
委
員
に
も
編
集
協
力

を
得
て
い
る
。
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